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佐賀大学文化教育学部附属養護学校校長 日 高敬克
本校は、昭和53年(1978)に創立し、 24周年をJ!TIえました。この問、本校の研究は実践研究の
「積み上げ」型を骨子として、その成果を報告してきました。
研究の経緯は、第 1 ・第五期(昭和54年"'58年)では r~'è輩・生徒の実態に応じた教育課程の
縞成と実践J、第E期(昭和59年"'63年)では「児童・生徒の特性に適合した教育実践J、第N期
(平成元年"'7年)では「変容の実感(はたらく)一小・中・高龍の実接交流並びに家庭、地域
との連携j、第V期(平成8年"'9年)では「自立をめさ、す小・中・高一葉した教育課程の編成
と実践J、第VI期(平成10年"'11年)では「社会生活への移行をすすめるための小・中・高一貫
した教育支援の在り方Jとなっております。
実践研究は、実践を通して、観察→記録→自己点検・評価→新たな手だて→実践、の繰りかえ
しであります。繰りかえしの過程の中で資料を整理し、「データ・ベースj記することが重要な
要素となり、今後の研究の発展につながっていくと考えます。また、研究を進める中で、自然科
学系の研究には“正しい"とか“best"など絶対的な考え方があり得ても、人間を対象とする研
究には“正しい"とか“best"などの絶対的な結果が得られません。それは、ヒトが生きるため
には矛膚が存在するからです。何故ならば、ヒトは個の合理をこよなく求めるとともに、集団
(盟、社会)の合理のために生きることを余儀なくされているからです。学校教育は、まさに、
の合理と集団(国、社会)の合理の調和Jを教育実践するための場そのものであります。し
かし、産史的には、集団の合理のため、画一的な教育が優先されたり、また、偲の教育が誇張さ
れた時代がありました。教育と研究を考えるとき、ヒトはしばしば、“正しい"とか“best"を
求め過ぎる余り、間違いをおこします。この矛盾を整理し、“good"や“better"を求めて根気強
く積み重ねることが大切だと患います。
今回、これまでの“教育実践の成果は、児童生徒の卒業後の生活のありように表れる"の基本
的な考え方を継承し、「豊かな社会生活への移行をすすめるための一人一人のニーズに応じた教
育支援の在り方j を主題として研究に取り組んできました。この背景には、ノーマライゼーショ
ン理念や障害児(特殊)教育における rf留に応じた指導Jや「自立のための指導j の充実が求め
られ、「生きる力j を培うなどの社会情勢の変容を踏まえながらの問題追求の経緯がありました。
ご参会いただいた先生方のご意見やご指導を賜りますようお願いいたします。
第百期(平成12年'"13年)の研究報告に捺しまして、ご後援いただきました佐賀県教育委員会、
佐賀市教育委員会、佐賀県特殊教育研究会の各位に深く感謝の意を表します。さらに、記念講演
をいただく川崎医嬢福祉大学教授 佐々木正美先生をはじめとして、指導助言者と司会者の先生
方に淳くお礼申し上げます。
おわりに、本校の教育実践に日頃からご指導、ご協力いただいております関係機関の方々、並
びに保護者の方々の献身的なご協力に対して心から感謝申し上げます。
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1 .薪究テーマ
豊かな社会生活への移行をすすめるための
一人一人のニーズに応じた教育支援の在り方
小学部:児童の生活全体を支えるための一人一人のニーズに応じた支援の在り方
時一-r個別の指導計画jの実践を通して一一
中学部:聾かな社会生活への移行をすすめるための一人一人のニーズに応じた教育支援の在り方
一一ーミーティングを中心として一一一
高等部:一人一人のニーズに応じた進路支援の在り方
2事テーマ設定の理由
障害のある人たちを取り巻く社会'情勢においては、新たな障害観・自立観が提言され、福祉
や就労の分野では、いろいろな賭害者施策が推進されてきた。それらはノーマライゼーション
の理念の浸透や樟害のある人たちの自己選択・自己決定の尊重、職業的自立、在宅福祉の充実
や社会参加等により、生活の質の向上を図り、主体的な生活をめざすものであった。
教育の分野では、小・中学部で平成14年度、高等部で平成15年度より順次実施される新学習
指導要領で、時害のある児童生徒が自立し、社会参加するための基盤となる「生きる力Jを培
うことを自標とし、創意工夫を生かした特色のある教青活動の推進や倍に応じた指導の充実が
示された。また、平成13年1月には、 21世紀の特殊教育の在り方に関する調査協力者会議の最
終報告が出された。ここでは、一人一人のニーズに応じた特別な支援の在り方として、教育、
福祉、医療、労働等による支援体制の確立、盲・聾・養護学校における個別の就業計爵の策定
や障害のある人のための生涯学習を支援する機関としての学校の役割など具体的な提言がなさ
れた。本校ではこうした社会情勢や教育施策をふまえながら、児童生徒の実態や特性に応じた
よりよい指導、支援の佳り方を求め、実践研究を行ってきた。
。)研究の経過
本校の第 I期から第VI期まで21年間の研究テーマは〔表 1 -1 Jのとおりで、教育課程の
再繭成や教育内容の見重し、 r~国別の指導計画J の整備、関係機関との連携等をすすめてきた。
こうした研究の流れの中で、基本姿勢としてきたのは、「われわれの教育実践の成果は児叢生
徒の卒業後の生活のありように表れるj ということであった。今期研究につながる f個別の指
導計画Jや f移行j にかかわる取り組みは、平成8年(第V期研究)に始まった。ここでは、
「移行サービスj の考え方に学びながら、児童生徒が社会生活へ移行するために必要な、学校
教育における支援の在り方を探った。そして、第VI期までに小・中・高一貫した教育支援とし
て、以下の 3点を確認し、システムとして整備してきた。
??
① 児童生徒一人一人の「個別の指導計画j を作成し、「個別の指導計画Jを含む儒人ファイ
ルを引き継ぐこと
② 保護者や克童生提本入、関{系機関等の参加によるミーティングを設定すること
③ ボトムアップ(発達年齢や段階を重視した底上げ型)の見地とトップダウン(生活年齢、
個々の特性・長所に感じて、将来に向けて必要なスキルを獲得し、実社会でよりよく活動で
きるカを育てる自的指向型)の見地の両面からその時期に必要な教育内容や学習課題を設定
すること
表 1 -1 本校研究の流れ
時期・年代 研究テーマ
第I期研究 f本校の兜童・生徒の実態に応じた教膏課程の縞成と実践j
昭和54~55年度 ~社会生活適応能力の向上膏成を自揺す教膏~ 研究紀婆第 1、2集
第百期研究 「本校の克輩・生徒の実態に応、じた教育課程の鯖成と実践j
昭和56~58年度 ~教科・領域を合わせた指導~
~教科(国語、算数・数学)、養護・訓練~
~領域別指導(道徳、特別活動)および教膏課程の構造化~研究紀要第3集
第E期研究 f児童生誌の特性に適合した教育英践の姿jとはどのようなものか
昭和59~63年度 ~指導法、指導の場及びその実践構造~ 研究紀要第4、5集
第N期研究 「変容の実感(その 1はたらく)J 
~小・中・高各学部、家庭、地域のそれぞれの実践を交流し合いながら
“はたらく"ことをテーマにした生活づくりをすすめる~
平成元~2 年度 第 1次 I/Jぃ中・高各学部それぞれの取り組みからの提言j研究紀要第5集
平成 3~4 年度 第2次 I/Jぃ中・高各学部簡の実践交流j 研究紀要第7襲
平成 5~7 年度 第3次 f家庭、地域との連携j 研究紀要第8集
第V期研究 「自立をめざす小・ -高一翼した教宵課程の編成と実践j
平成 8~9 年度 ~教青内容の精選(1誤理jを主に)と
鏑JjIJの指導計歯のフォ マットについて~研究紀要第9集
第四期研究 「社会生活への移行をすすめるための
平成10~11年度 IJ¥・中・高一貫した教育支援の在り方j 研究紀要第10集
第VI期研究 「豊かな社会生活への移行をすすめるための
平成12~13年度 一人一人のニーズにJil5じた教育支援の在り方j 研究紀要第11纂
? ?
(2) 今期研究のテーマについて
今期研究をすすめるにあたって、われわれが考えたのは、 f教育実賎の成果は児童生徒の卒
業後の生活のありように表れる」とすれば、これまでの「積み上げJ型の研究の中で整えてき
た教育支援の内容やシステムが、児童生徒や保護者のニーズに十分応えたものでありえている
のかを検証すべき時期にきているのではないかということであった。
そこで、今期は、一人一人のニーズ、に焦点をあて、豊かな社会生活への移行をすすめるため
の教育支援の在り方について、研究を進めることとした。以下、研究テーマに掲げた文言につ
いて説明する。
豊かな社会生活への移行をすすめるための一人一人のニーズに感じた数脊支譲の在り
ア f墜かな社会生活jについて
“{鴎くことも生活の一部であるが、家族や仲間と食事をしたり、遊んだ、りする時間もある。
一人で買い物をしたり、音楽を開いたり、絵を描いたりすることもある。"
現在及び将来において、社会生活(家庭・職業・余暇)がその人らしく、バランスがとれ、
充実した生活は豊かな社会生活であるといえるだろう。各学部では、それぞれ生活全体の充
実を見通した教育目標を設定している(教育構造問:第2章 小学部P7-----8、中学部P59
"'60、高等部P115参照)。
小学部:児叢の現在並びに将来に渡る生活を充実させるために、学校、家庭において、
自分のことができる力・ 「おてつだしりに取り組む力・生活の幅を広げる力を
育てること
中学部主体的で豊かな生活を営むために、日常生活・職業生活・余暇活動に必要な能
力や態度を養うこと
高等部:家庭生活・職業生活・余暇活動に必要な知識・技能・態度を育て、 自立的な
生活を営めるようにすること
これらを有機的に関連させながら、実生活で具現北していくことが、現在及び将来の豊か
な社会生活を送るための生きる力を育成することにつながると考える。
イ f移行jについて
学校教育12年間における「移行Jは、中等教育設措から社会への段階、つまり卒業後のみ
をさすのではなく、小学部から中学部、中学部から高等部へと縦に連続していく各段階も含
む。さらにこの各段暗において、学校で達成された成果が家寵や地域社会での実践へとつな
がり、現在の生活が広がっていくことも f社会生活への移行」の一部と捉える。また、他校
からの入学者についても、入学前在籍校からの門講な移行をめざすことは言うまでもない。
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各段階での円滑な「移行Jは、児童生徒のその時点での社会生活の広がりや充実へとつな
がる。各段踏の f移行jが無理なく進められ、充実した社会生活を積み重ねていくことは、
トータルとして卒業後の生活へのより円滑な「移行」にもつながるものである。
児章生徒の将来の姿を指向し、卒業後の生活を見据えた「移行j を考えるとき、福祉や就
労にかかわる制度の変革等、社会情勢の変化も視野に入れておく必要がある。
ウ f一人一人のニーズjについて
f一人一人のニーズj とは、児童生徒一人一人が主体的で豊かな生活を送るために、求め
ているもの(顕い)、必要としているものである。「ニーズJは、児童生徒自身のみならず、
生活を送っている家捷や地域などさまざまな環境との人的、物理的かかわり合いの中から発
生している。本校では、こうして発信されているこーズを具体的に受け止め、確認、集約し
ていく場や機会、過程を以下のように設定し、それを教育内容やシステムと摺り合わせなが
ら、できるだけ適切に反映させたいと考えている。〔園 1 -1 J
家底
ニーズの発信
学校 余暇
関係機関 職業
(職場・作業所・施設)
よL
ニーズの集約
O小学部 r個別の指導計画」
IEPミーティング、個人懇談、家鹿訪問、
生活シナリオを盛り込んだ個到の連絡帳、生活シナリオ項霞(課題)づくり表、
探護者会、保護者アンケート調査、日々a埼報交換
O中学部 r個別の指導計画J
1年生次ミー ティング、2年生次ミーティング(現場実習事前ミーティング)、
3年生次ミーティング(現場実習事後ミーテインク‘)、傭人懇談、家庭訪問
生活シナリオを盛り込んだ舘別の連絡接、保護者希望調査、保護者会、
保護者アンケート欝査、日々a情報交換
O高等部 r個部の指導計菌」
三者麗談、個人面談、家躍訪問、保護者会
E課接、職業評価、穣護者アンケート欝蓑、日々2情報交換
O進路指導部:職場開拓、卒業生追指導、青年学級、卒繋主主選蕗先訪関
国 1 -1ニーズの発信と集約 ※綿掛けは今期研究で新たに取り組んでいるもの
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一人一人のニーズの把握にあたって、今回、「保護者へのアンケート調査J、「卒業生進路
先訪問j を全校的に実施することとした。アンケート調査は、これまでの各学部の教育内容
やシステムについて、保護者からの意見を収集し、ニーズに応じ、より通切で充実した教育
支援の在り方を探るものである。学部の実状にJJt¥じ、学部ごとに調査内容の決定、実施、考
察等を行い、第2章で報告する。
卒業生進路先訪問については、今期研究にとどまらず、継続的な研修として全職員で実施
することとした。具体的な実施方法や経過については第3章で報告する。
エ f教育支援jについて
賠害のある人たちの自立的な生活は、ニーズに応じて必要な特に適震で、適切な内容の支
援を利用して、自弓決定・自己選択しながら、自己実現や生活の質の向上を図り、その人ら
しく主体的に生きることにあると考える。
福祉や就労の分野では、障害のある人の自己実現や自立した社会生活を環境との関保で捉
え、そのために必要な内容をシステム化、ネットワーク北した大きな枠組みの中で、「生活
支援Jr就労(就業)支援」として、それぞれのニーズに応じた手だてや機会を保障するよ
うになってきている。
本授が掲げる「教育支援Jとは、こうした福祉や就労などの動向を視野に入れつつ、児童
生徒の現在から卒業後までを見捷え、彼らのこーズに志じて、より主体的で、自立的な社会
生活をめざしていく取り組みである。今期研究で取り組む具体的な「教育支援」の内容につ
いて、以下の r3.研究の内容jで述べる。
3.研究の内容
(1 )教育課程及び教膏内容における支援
ア 学校避五日制実施や学習指導要領の改訂に伴う教育課程の再編成及び児童生徒のニーズ
に即した教育内容の精濯を図る。
イ現在における地域社会・家庭生活への移行、次の学部や卒業後の生活への移行を円清に
すすめるための教育内容の設定および実践をすすめる。
(2) r個別の指導計画jにおける支援
ア 教育課程において「個別の指導計画j の適切な運用を困る。
イ ー人一人のニーズの把握とそれに応じた「個別の指導計画Jにおける長期自標、短期自
標設定と達成への具体的な支援を明らかにし、実践する。
?
{劫移行にかかわる小・中・高の連携や家堕・地域社会・関保機関との連携における支援
ア ミーティングの充実
(y) 児童生徒及び保護者のニーズに応えたミーティングの内容、方法を検討し実施する。
(イ) 円携な移行を意図して小学部・中学部・高等部各々の移行段賠のミーティングの在り
方を工夫する。
イ 家庭・地域社会・関係機関との連携
(7) 家庭や地域社会と関連した自擦を設定し、課題達成における児童生徒のニーズに応
じた環境(人・場)に対する学校からの適切な轍きかけの在り方を採る。
(イ) 保護者からのニーズを把握し、学部研究や紹人事例研究に反映させる。
(ウ) 関係機関の専門家による職員研諺を実施する。
(エ) 事業所、施設等での職員実地研修を実施する。
ウ 進学先や卒業後の進路先への移行にかかわる連携
(7) 個人ファイル等進学に伴う資料の充実により、確実な引き継ぎを行う。
(イ) 進路指導部と連携し、卒業生進路先訪問を実施し、卒業生への支援を行うとともに、
児童生徒の卒業後に向けた支援の在り方を探る。
(ウ) 学部間情報意見交換会を設定し、他学部の実践や研究内容について意見や情報交換
をし、職員間の共通理解をすすめる。
4 .研究の方法
全校研究テーマを受け、各学部研究会を主体として、(1 )教育課程及び教育内容における支
援、 (2)r個別の指導計画Jにおける支壊、 (3)r移行j にかかわる小・中・高の連携や家薩・
地域社会・関係機関との連携における支護、という本校の教育支援の3つの柱について、学部研
究や個人事例研究をすすめる。さらに全校的な取り組みについて、研究部で計画し、集約する。
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